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論文内容の要旨

これまでのような，タタとかビルラといった特定の財閥の，それもかなり企業支配の手法等に偏した研究と異なり，

より広い基盤においてインドの有力な諸財閥を取り上げ，その生成・発展の過程を経営史の立場から，社会的出自，

多角化戦略，所有と経営，経営理念，植民地支配との関係などをケース・スタデ、ィを通じて実証的に跡づけ，それぞ

れの個性的企業活動を明らかにするとともに，とくに戦前期の日本財閥との比較の視点よりインド財閥の総体的把握

を試みた。ことに，伝統的なインド社会から近代企業者の供給がいかになされたかという点については，過去におけ

るカースト変更，移住，イギリス文化への早期接近，宗教改革運動への深いコミットメントなどに注目し，社会的逸

脱，マージナリティ，準拠集団などの社会学的分析手法を援用しつつ論じた。また，所有と経営に関しては，インド

財閥を家族形態との関連で，合同家族型，分裂型，小家族主外集団型に分類しつつ，インドにおける同族経営の実

態を鮮明にした。

論文審査の結果の要旨

本論文は，従来の研究より考察の時期と対象をもっと広げ，いく度もの現地調査によって入手した資料にもとづい

て，インドの有力諸財閥の形成と発展の過程を，経営者の社会的出自，多角化戦略，所有と経営，経営理念，イギリ

スによる植民地支配との関係などの観点から実証的に跡づけ，初めてインド財関の総体的把握を試みたものであり，

経済学博士(経済学〉の学位に十分値するものであると判定する口


